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ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない
場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

3Gbps デュアル差動出力 HD/SD SDI リクロッカ

概要

LMH0346 3Gbps HD/SD SDI リクロッカは SMPTE 424M、    
SMPTE 292M、 SMPTE 259M (C) の標準に準拠するシリアル ・   
デジタル ・ ビデオ ・ データをリタイミングします。 LMH0346 は
270Mbps、 1.483Gbps、 1.485Gbps、 2.967Gbps、 2.97Gbps の
シリアル ・ データレートで動作します。 LMH0346 は 270Mbps
で動作する DVB-ASI もサポートします。

LMH0346 は自動的に入力データレートを検出し、 入力データ
をリタイミングして累積ジッタを抑えます。LMH0346 はシリアル・
データレート ・ クロックを出力するオプションを備えています。
LMH0346 は 2 つの差動シリアル ・ データ出力を備え、 2 番目
の出力は低ジッタのデータレート・クロック出力として選択するこ
とができます。 コントロール用インタフェースやインジケータに
は、 シリアル ・ クロックまたは 2 番目のシリアル ・ データ出力の
選択、 マニュアル ・ レート選択入力、 SD/HD 速度の表示出
力、 ロック検出出力、 自動 / マニュアルのデータ ・ バイパスお
よび出力のミュートがあります。 シリアル ・ データ入力、 出力、
シリアル ・ クロック出力は差動 LVPECL 対応です。 CML シリア
ル ・ データおよびシリアル ・ クロック出力は 100Ω の差動終端
回路を駆動するのに適しています。 制御ロジック入力 / 
出力は LVCMOS 対応です。

LMH0346 は 3.3V 単一電源で動作します。消費電力は 370mW
(typ) です。

デバイスは、 6.5mm × 4.4mm、 20 ピンの e-TSSOP、 さらに省
スペースの 5mm × 4mm、 24 ピンの LLP の 2 種類の省スペー
ス型パッケージで提供されます。

特長

■ SMPTE 424M、 SMPTE 292M、 SMPTE 259M (C) のシリア    
ル ・ デジタル ・ ビデオ標準に対応

■ 270Mbps、 1.483Gbps、 1.485Gbps、 2.967Gbps、 2.97Gbps
のシリアル ・ データレートをサポート

■ 270Mbps の DVB-ASI をサポート

■ 3.3V 単一電源動作

■ 消費電力 370mW (typ)

■ 2 種の差動、 リクロック出力

■ 2 番目のリクロック出力、または低ジッタ、差動のデータレー
ト ・ クロック出力の選択

■ 1 個の外付け 27MHz の水晶発振器またはリファレンス ・ ク
ロック入力

■ マニュアル / 自動レート選択入力

■ SD/HD 動作速度の表示出力

■ ロック検出表示出力

■ データおよびクロックの出力ミュート機能

■ 自動 / マニュアルによるリクロッカ ・ バイパス

■ 差動 LVPECL 対応のシリアル ・ データ入力および出力

■ LVCMOS 制御入力および表示出力

■ 20 ピンの e-TSSOP または 24 ピンの LLP のパッケージ

■ 産業用温度範囲 : － 40 ℃～＋ 85 ℃

■ LMH0046 および LMH0026 とフットプリント互換 (e-TSSOP
パッケージ ) 

アプリケーション

■ SDTV/HDTV および 3Gbps シリアル ・ デジタル ・ ビデオ ・
インタフェース

― デジタル ・ ビデオ ・ ルータおよびスイッチャ

― デジタル ・ ビデオ処理および編集装置

― DVB-ASI 装置

― ビデオ標準およびフォーマット変換器

代表的なアプリケーション

LMH0346
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46 ブロック図

ピン配置図

露出型ダイ ・ アタッチ ・ パッドはこのデバイスの負の電気的端子です。 このパッドは負の電源電圧に接続してください。

20-Pin e-TSSOP
Order Number LMH0346MH

See NS Package Number MXA20A
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ピン配置図 ( つづき )

露出型ダイ ・ アタッチ ・ パッドはこのデバイスの主な負の電気的端子です。 このパッドは負の電源電圧に接続してください。

24-Pin LLP
Order Number LMH0346SQ

See NS Package Number SQA24B
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46 ピン説明

e-TSSOP
ピン番号

LLP
ピン番号

名称 説明

1 24 LF1 ループ ・ フィルタ

2 1 LF2 ループ ・ フィルタ

3 2 RATE 0 データレート選択入力。 このピンは内部にプルダウンを備えています。

4 3 RATE 1 データレート選択入力。 このピンは内部にプルダウンを備えています。

5 4 SDI 非反転データ入力

6 5 SDI 反転データ入力

7 6 VCC 正電源

8 7 BYPASS/AUTO BYPASS
バイパス / 自動バイパス ・ モードの選択。 High のときにリクロックをバイパスし
ます。 このピンは内部にプルダウンを備えています。

9 8 OUTPUT MUTE
データおよびクロック出力のミュート入力。 Low のときに出力をミュートします。
このピンは内部にプルアップを備えています。

10 9 XTAL IN/EXT CLK 水晶発振器または外部発振器入力

11 12 XTAL OUT 水晶発振器出力

12 13 LOCK DETECT PLL ロック検出出力 ( アクティブ High)
13 14 SCO/SDO2 シリアル ・ クロックまたはシリアル ・ データ出力 2 の反転出力

14 15 SCO/SDO2 シリアル ・ クロックまたはシリアル ・ データ出力 2 の非反転の出力

15 16 VCCO 正電源 ( 出力ドライバ )
16 17 SDO 反転データ出力

17 18 SDO 非反転データ出力

18 19 VCCO 正電源 ( 出力ドライバ )

19 20 SD/HD
データレート ・ レンジ出力。 SD の出力は High、 HD または 3G の出力は
Low です。

20 21 SCO_EN

シリアル ・ クロックまたはシリアル ・ データ出力 2 の選択。 High のときは第 2
出力がクロック、 Low のときは第 2 出力がデータです。 このピンは内部にプ
ルダウンを備えています。

— 10, 11, 23 VEE 負電源

— 22 RSVD 将来の拡張用に予約されています。 接続しないでください。

DAP DAP VEE 露出型 DAP を負電源 ( グラウンド ) に接続します。



5 www.national.com/jpn/

L
M

H
0346

絶対最大定格 (Note 1)

このデバイスは軍用品質製品としての提供を意図するもので
はありません。 軍用 / 航空宇宙製品の入手性と仕様を要求さ
れる場合は、 ナショナル セミコンダクターの販売店または特約 
店へお問合せください。

推奨動作条件

DC 電気的特性

特記のない限り、 推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 2、 3)。

電源電圧 (VCC － VEE) 4.0V

ロジック入力電圧 (Vi) VEE － 0.15V ～ VCC ＋ 0.15V

ロジック入力電流 (1 点当たり )

 Vi ＝ VEE － 0.15V － 5mA

 Vi ＝ VCC ＋ 0.15V ＋ 5mA

ロジック出力電圧 (Vo) VEE － 0.15V ～ VCC ＋ 0.15V

ロジック出力ソース / シンク電流 ± 8mA

シリアル ・ データ出力シンク電流
(ISDO) 24mA

パッケージ熱抵抗

 θJA 20 ピン e-TSSOP 26.6 ℃ /W

 θJA 24 ピン LLP 33.0 ℃ /W

 θJC 20 ピン e-TSSOP 2.4 ℃ /W

 θJC 24 ピン LLP 3.2 ℃ /W

保存温度範囲 － 65 ℃～＋ 150 ℃

接合部温度 ＋ 125 ℃

許容リード温度 ( ハンダ付け 4 秒 ) ＋ 260 ℃ ( 鉛フリー )

ESD 耐圧 ( 人体モデル ) 8kV

ESD 耐圧 ( マシン ・ モデル ) 400V

ESD 耐圧 ( デバイス帯電モデル ) 2kV

電源電圧 (VCC － VEE) 3.3V ± 5%

ロジック入力電圧 VEE ～ VCC

差動シリアル入力電圧 800mV ± 10%

シリアル ・ データまたはクロック出力シンク 
 電流 (ISO) 最大 16mA

動作周囲温度範囲 (TA) － 40 ℃～＋ 85 ℃
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46 AC 電気的特性

特記のない限り、 推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 3)。
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AC 電気的特性 ( つづき )

特記のない限り、 推奨動作条件に記載の電源電圧および動作周囲温度に対して適用 (Note 3)。

Note 1: 「絶対最大定格」 とは、 この範囲を超えるとデバイスの安全性と動作が保証されないリミット値です。 ここに明記された最大値は、 その値またはそれ

を超えた値で動作可能または動作させるべきであると解釈しないでください。 「電気的特性」 の表は可能なデバイスの動作条件を規定したものです。

Note 2: デバイスのピンに流入する電流が正であると定義します。 デバイスのピンから流れ出す電流は負とあると定義します。 すべての電圧は VEE (0V) を基 

準としています。

Note 3: 代表値は次の条件で規定されています。 VCC ＝＋ 3.3V、 TA ＝＋ 25 ℃。

Note 4: この仕様値は設計によって保証されています。

Note 5: RL ＝ 100Ω 差動。

Note 6: 最初の SDI 遷移からロック検出 (LD) 出力が High ( 非反転 ) になるまでを測定。

Note 7: SMPTE RP 184-1996 パラグラフ 4.1 に規定の正弦波で変調されたピーク・ツー・ピークの振幅値。試験データ信号はカラー・バーであるものとします。

Note 8: このパラメータは電圧および温度のリミット値での特性評価によって保証されています。

Note 9: SMPTE RP 184-1996 の Figure 1 内の 「A1」 を参照してください。

Note 10: SMPTE RP 184-1996 の Figure 1 内の 「A2」 を参照してください。

Note 11: PRBS 210 － 1、 入力ジッタ＝ 31psP-P

Note 12: PRBS 210 － 1、 入力ジッタ＝ 24psP-P

Note 13: PRBS 210 － 1、 入力ジッタ＝ 22psP-P
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46 デバイスの説明

LMH0346 3Gbps HD/SD SDI リクロッカは多くのタイプのデジタ   
ル ・ ビデオ信号処理装置に使われます。 SMPTE 259M (C)、  
SMPTE 292M、 SMPTE 424M のシリアル ・ デジタル ・ ビデオ  
標準に対応しています。 対応するシリアル ・ データレートは、
270Mbps、 1.483Gbps、 1.485Gbps、 2.967Gbps、 2.97Gbps で
す。 270Mbps の DVB-ASI データもリタイミングされます。
LMH0346 はシリアル ・ データ ・ ストリームをリタイミングして累積
ジッタを抑えます。 2 種の低ジッタ、 差動シリアル ・ データ出力
を提供します。 2 番目の出力はシリアル ・ データまたは低ジッ
タのシリアル ・ データレート ・ クロックのいずれかを選択可能で
す。 コントロール用インタフェースやインジケータには、 シリア
ル ・ クロックまたは 2 番目のシリアル ・ データ出力の選択、 マ
ニュアル ・ レート選択入力、 SD/HD レート出力、 ロック検出出
力、 自動 / マニュアルのデータ ・ バイパスおよび出力のミュート
があります。

シリアル ・ データ入力は CML および LVPECL 対応です。 シリ
アル ・ データおよびクロック出力は差動 CML であり、 LVPECL
対応レベルを生成します。 出力バッファは AC または DC 結合
の 100Ω 終端差動負荷を駆動することができます。差動出力レ
ベルは、 100Ω の AC または DC 結合差動負荷を駆動した場
合 750mVP-P です。ロジック入力 / 出力は LVCMOS 対応です。

デバイス ・ パッケージは、 20 ピンの e-TSSOP または 24 ピンの
LLP です。 両方のパッケージに露出型ダイ ・ アタッチ ・ パッド
があります。 露出型ダイ ・ アタッチ ・ パッドはデバイス ・ グラウ
ンド (VEE) に電気的に接続されており、 デバイスの負の電気的
端子です。 この端子は負電源または回路グラウンドに接続する
必要があります。

シリアル ・ データ入力、 シリアル ・ データおよび

クロック出力

シリアル ・ データ入力および出力

差動シリアル ・ データ入力の SDI は Table 1 で規定された速度 
のシリアル ・ デジタル ・ ビデオ ・ データを受け取ります。 このシ
リアル ・ データ入力は差動 LVPECL 対応です。 この入力は
LMH0344 アダプティブ ・ ケーブル ・ イコライザなどのデバイス
に DC 接続するように意図されています。 この入力は内部で終
端もバイアスもされません。この入力は適切な入力バイアスが提
供されれば、 AC 結合することができます。 Figure 1 に、 SDI 
と SDI の等価入力回路を示します。

LMH0346 はリタイミングした 2 つの差動シリアル・データ出力、
SDO および SCO/SDO2 を備えています。 これらの出力はリタイ
ミングされた低ジッタの差動データを LMH0302 ケーブル ・ ドラ
イバなどのデバイスに提供します。 出力 SCO/SDO2 はマルチ
プレクスされており、 2 番目のシリアル ・ データ出力またはシリ
アル ・ クロック出力を提供することができます。 Figure 2 に、 
SDO、 SDO、 SCO/SDO2、 /SCO/SDO2 の等価出力回路を示
します。

SCO_EN 入力は SCO/SDO2 出力の動作モードを制御します。
SCO_EN 入力が High のとき、 SCO/SDO2 出力はシリアル ・ ク
ロックを提供します。 SCO_EN が Low のとき、 SCO/SDO2 出
力はリタイミングされたシリアル ・ データを提供します。

差動シリアル ・ データ出力の SDO および SCO/SDO2 の両方と
も、 OUTPUT MUTE 入力がロジック Low レベルのときにミュー 
トされます。 SCO/SDO2 は、 また、 この出力がシリアル ・ クロッ
ク出力として動作していて (SCO_EN 入力が High)、かつバイパ
ス・モードがアクティブのときミュートされます。 ミュートされると、
SDO と SDO ( または SDO2 と SDO2) は反対の差動出力レベル 
となります。 CML シリアル ・ データ出力は差動 LVPECL 対応
です。 これらの出力は内部に 50Ω のプルアップを備え、 AC
または DC 結合で、 センタタップを AC グラウンドした 100Ω、
または 100Ω の非センタタップ型の差動終端回路の駆動に適し
ています。

FIGURE 1.   Equivalent SDI Input Circuit (SDI, SDI)
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シリアル ・ データ入力、 シリアル ・ データおよびクロック出力 ( つづき )

FIGURE 2.   Equivalent SDO Output Circuit (SDO, SDO, SCO/SDO2, SCO/SDO2)

シリアル ・ データレートの動作

このデバイスは 270Mbps、1.483Gbps、1.485Gbps、2.967Gbps、
2.97Gbps のシリアル ・ データレートで動作します。 このデバイ
スはこれらのデータレートの高調波に対してはロックしません。
このデバイスは 143Mbps、 177Mbps、 360Mbps、 540Mbps の
データレートに対してはロックせず、 自動的にリクロッカ・バイパ
ス ・ モードになります。

シリアル ・ データ ・ クロック / シリアル ・ データ 2 出力

シリアル・データ・クロック / シリアル・データ 2 出力は SCO_EN
入力によって制御され、第 2 のリタイミングされたシリアル・デー
タ出力または処理されるシリアル ・ データレートに応じた低ジッ
タの差動クロック出力を提供します。 シリアル ・ クロック出力とし
て動作するとき、 クロックの立ち上がりエッジは、 シリアル・デー
タ ・ ビット間隔内の中心から 10％以内に位置します。

SCO_EN 入力がロジック Low レベルのときに差動出力の SCO/
SDO2 は、 第 2 のシリアル ・ データ出力として機能します。 こ
の出力は、 SCO_EN 入力がロジック High レベルのときにシリア
ル ・ クロック出力として機能します。 SCO_EN 入力は内蔵のプ
ルダウン ・ デバイスを備えており、 SCO_EN のデフォルト状態
は Low です ( シリアル ・ データ出力 2 がイネーブル )。 SCO/
SDO2 は、 OUTPUT MUTE 入力がロジック Low レベルのとき 
にミュートされます。 バイパス ・ モードがアクティブであり、 この
出力がシリアル ・ クロック出力として機能しているとき (SCO_EN
が High) も、 出力はミュートされます。 オート ・ バイパス ・ モー
ドで出力がシリアル ・ クロック出力として動作させた場合に、 サ
ポートされていないデータ ・ レートで使用すると、 出力は不定
になります。

コントロール入力とインジケータ出力

シリアル ・ データレート ・ セレクタ

シリアル ・ データレート ・ セレクタ (RATE[1:0]) により、 動作す
るシリアル ・ データレートを固定することができます。 このピンは
内部にプルダウンを備え、 外部からロジック High 状態に駆動さ
れなければロジック Low 状態を維持します。 この入力はデバイ
スを試験モードにすることもできます。 Table 1 に示すコードに 
よって、 所定の動作シリアル ・ データレートを選択できます。
コード指定により、 LMH0346 は自動レート検出モードまたは単
一動作レートになります。 DVB-ASI データをリクロックする場合
にも、 270Mbps のレートを選択することができます。 DVB-ASI
のデータは 8B10B 符号で転送される MPEG2 符号化データで
す。 このデバイスはハーモニック ・ ロックされずにこのデータを

リクロックします。 自動レート検出モードは、 DVB-ASI を含め
て、 サポートするすべてのデータ ・ レートに使用できます。

TABLE 1.  データレート選択入力コード

LOCK DETECT

Lock Detect (LD) 出力が High になっているときは、 データを受  
信中で PLL がロックしていることを示します。 LD は OUTPUT
MUTE 入力に接続することができ、 これによりデータ信号を受
信していないときにデータおよびクロック出力をミュートします。
Bypass/Auto Bypass 入力が High のときには、 Lock Detect は  
Low のままであることに注意してください。 Table 2 を参照してく 
ださい。

OUTPUT MUTE

OUTPUT MUTE 入力が Low のときには、 シリアル ・ データお 
よびクロック出力をミュートします。 この入力は Lock Detect (LD)  
に接続または外部から駆動することができ、 出力をミュートまた
はミュート解除します。 OUTPUT MUTE を LD に接続すると、 
PLL がロックされていないときにデータおよびクロック出力を
ミュートできます。 この機能はバイパス機能より優先されます。
Table 2 を参照してください。OUTPUT MUTE は内部にプルアッ  
プ ・ デバイスを備え、 デフォルトでは出力をイネーブルします。

BYPASS/AUTO BYPASS

Bypass/Auto Bypass 入力が High になると、 デバイスはリクロッ 
キングせずにデータを出力します。 この入力が Low のときは、
デバイスがロックされていない状態か、 または検出されたデータ
レートがデバイスのサポートしていないレートの場合に、 デバイ
スは自動的にリクロッキング機能をバイパスします。Bypass/Auto
Bypass 入力が High のときには、 Lock Detect は Low のままで 
あることに注意してください。 Table 2 を参照してください。 
BYPASS/AUTO BYPASS は内部にプルダウン ・ デバイスを備 
えています。

レート [1:0]
コード

データレート
またはコード

説明

00 自動レート検出 
モード

01 270Mbps DVB-ASI 動作のサポート
に使用可

10 1483/1485Mbps、
2967/2970Mbps
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TABLE 2.  Control Functionality

SD/HD

SD/HD 出力により、LMH0346 が SD または HD / 3Gbps のデー  
タレートのいずれを処理しているかが示されます。 この出力は
LMH0302 ケーブル ・ ドライバなどの他のデバイスの制御に使う
ことができます。 この出力が High の場合はデータレートが
270Mbps であることを示します。 この出力が Low の場合は、
データレートが 1483、 1485、 2967、 または 2970Mbps である
ことを示します。 SD/HD 出力はメモリ付き機能であり、 PLL が

ロックされており、 Lock Detect 出力が High の場合にのみ有効 
です。 PLL がロックされていない (Lock Detect 出力が Low) の 
場合、 SD/HD 出力はデフォルトの HD (Low) となります。 Lock 
Detect のアサートまたはデアサートの後は SDI のデータレートが
変化しているため、 SD/HD 出力は短時間ですが不定になりま
す。 SDI、 Lock Detect、 SD/HD の関係を示すタイミング図に 
関しては Figure 3 を参照してください。

FIGURE 3.   SDI, Lock Detect, and SD/HD Timing

LOCK DETECT OUTPUT MUTE BYPASS/AUTO BYPASS DEVICE STATUS

0 1 X PLL はロックされていない。 リクロッカをバイパス。

1 1 0 PLL がロックされデータ ・ レートをサポート。 リクロッカはバイ
パスされない。

X 0 X 出力をミュート

0 LOCK DETECT X 出力をミュート

1 LOCK DETECT 0 PLL がロックされデータ ・ レートをサポート。 リクロッカはバイ
パスされない。

TACQ = ア ク イ ジシ ョ ン時間 ( 電気的特性の表に定義 )

T1 = Lock Detect のアサー ト またはデアサー ト か ら SD/HD 出力が有効にな る までの時間。代表値は 37ns です (27MHz の 1 ク ロ ッ ク周期 )

T2 = SDI 入力が変化し てか ら Lock Detect デアサー ト までの時間。最大値は 1ms です。この期間中 SD/HD 出力は無効です。
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SCO_EN

入力 SCO_EN は SCO/SDO2 差動出力がシリアル・クロックまた
は第 2 のシリアル ・ データ出力のいずれとして機能するかをイ
ネーブルします。 SCO/SDO2 は SCO_EN が High のとき、 シリ
アル ・ クロックとして機能します。 このピンは内部にプルダウン ・
デバイスを備えています。 デフォルトでは SCO/SDO2 出力は第
2 のシリアル ・ データ出力としてイネーブルとなります。

水晶発振器または外部クロック ・ リファレンス

LMH0346 はタイミング ・ リファレンス入力として 27MHz の水晶
発振器または外部クロックを使用します。27MHz の並列共振水
晶と負荷回路網は XTAL IN/EXT CLK および XTAL OUT ピン   
に接続できます。 代わりに、 27MHz の LVCMOS 対応のクロッ
ク信号を XTAL IN/EXT CLK に入力することもできます。 最適  
な水晶発振器パラメータを Table 3 に示します。

TABLE 3.  Crystal Parameters

パラメータ 値

周波数 27MHz

周波数の安定度 ± 50ppm ( 推奨駆動レベル時 )

動作モード 基本モード、 並列共振

負荷容量 18pF ～ 20pF

シャント容量 7pF

直列抵抗 40Ω (max)

推奨駆動レベル 100 μW

最大駆動レベル 500 μW

動作温度範囲 － 10 ℃～＋ 60 ℃
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Figure 4 に、 LMH0346、 および LMH0344 3Gbps HD/SD SDI    
アダプティブ ・ ケーブル ・ イコライザと LMH0302 3Gbps HD/SD  

SDI ケーブル ・ ドライバを含めたアプリケーション回路を示しま
す。

FIGURE 4.   Application Circuit

LMH0346 の入力は LVPECL 対応です。 LMH0346 は入力コ
モン ・ モード範囲が広く、 多くの場合、 入力は DC 結合する必
要があります。 DC 結合の場合、 入力は 「DC 電気的特性」 に
指定されたコモン ・ モード範囲内にある必要があります。
Figure 4 に、 LMH0344 ケーブル ・ イコライザと LMH0346 との 
間の DC 結合インタフェースの例を示します。 LMH0344 の出
力コモン ・ モードの電圧と電圧振幅は、 LMH0346 の入力コモ
ン ・ モードの電圧と電圧振幅の範囲内にあります。 図示するよ
うに、 100Ω の差動終端のみが必要です。 抵抗は、 LMH0346
の入力のできるだけ近くに配置する必要があります。 必要に応
じて 100Ω の抵抗 1 個の代わりに、回路網を 50Ω の抵抗 2 個
とセンター ・ タップのコンデンサ 1 個でグラウンドに終端できま
す。

LMH0346 の出力は LVPECL 対応です。 SDO は第 1 のデー
タ出力で、 SCO/SDO2 はシリアル・クロックまたは 2 番目のデー
タ出力として設定できる第 2 の出力です。 両方の出力が常にア
クティブです。 LMH0346 と受信側デバイスの両方のコモン ・
モード範囲が対応している限り、 LMH0346 の出力をその受信
側デバイスと DC 結合する必要があります。 Figure 4 に、 

LMH0346 と LMH0302 ケーブル ・ ドライバとの間の DC 結合イ
ンタフェースの例を示します。 図示するように、 100Ω の差動
終端のみが必要です。 抵抗は、 LMH0302 の入力のできるだ
け近くに配置する必要があります。 必要に応じて 100Ω の抵抗
1 個の代わりに、 回路網を 50Ω の抵抗 2 個とセンター ・ タップ
のコンデンサ 1 個でグラウンドに終端できます。

外付けループ ・ フィルタ ・ コンデンサ (LF1 と LF2 との間 ) は
56nF のものにする必要があります。 これがサポートされる唯一
の容量値です。 ループ ・ フィルタ ・ コンデンサを変更しないで
ください。

RATE0 と RATE1 には内部にプルダウンを備えており、 デフォ
ルトで自動レート検出モードを選択します。 これらのピンは SD
モードまたは HD/3G モードの設定に使用することもできます。

BYPASS/AUTO BYPASS は内部にプルダウンを備えており、デ 
フォルトで自動バイパスをイネーブルします。 これらのピンを
High に駆動して、 強制的に LMH0346 に全データをバイパス
させることができます。
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OUTPUT MUTE は内部にプルアップを備えており、 デフォルト 
では出力をイネーブルします。 このピンを Low に駆動して、 出
力をミュートすることができます。

XTAL IN/EXT CLK と XTAL OUT のピンは、 27MHz の水晶   
発振器と適切な負荷とともに図示しています。 水晶発振器は、
Table 3 に記載のパラメータに一致する必要があります。 代わり 
に、 27MHz の LVCMOS 対応のクロック信号を XTAL IN/EXT 
CLK に入力することもできます。

Lock Detect 出力が High になっているときは、 適切なデータの 
受信中で PLL がロックされていることを示します。

SD/HD 出力を使用して、 SDI ケーブル ・ ドライバ (LMH0302 な
ど ) のエッジ ・ レートを SMPTE 準拠の値に設定するために、
SDIケーブル・ドライバのSD/HDピンを駆動できます。LMH0346
がロックされていない場合、 デフォルトは HD/3G (Low) です。

SCO_EN には内部にプルダウンを備えており、 第 2 の出力
(SCO/SDO2) をデータ出力に設定します。 このピンを High に
駆動して、 第 2 の出力をシリアル ・ クロックに設定することがで
きます。

LMH0346 のグラウンド接続は、 大きな露出型 DAP を介して行
います。 LMH0346 が正常動作するために、 DAP をグラウンド
に接続する必要があります。 これが、 LMH0346MH の唯一の
グラウンド接続です。 LMH0346SQ の場合、 これがメインのグ
ラウンド接続で、 良好なシグナル ・ インテグリティ ( 信号品質 )
のために必要です。
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46 外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

20-Pin e-TSSOP
Order Number LMH0346MH

NS Package Number MXA20A

24-Pin LLP
Order Number LMH0346SQ

NS Package Number SQA24B
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